
越後能生及び近傍の海藻ノート ( 4 ) 

斉藤譲*

Y. SAITO・ Noteson Some Marine Algae frol11 
NOLl， in Echigo， anrl Vicinity (11) 

乙の報告!とは能生と近・f;tの海泌プロラに追加すべき監藻l種，緑謀3種，

褐藻 2麗及び紅藻 6mlと， 前lこ発表した目録(1956)Iζ文ifiX(岡村，1936)にも

とずいて掲載したもので，その後採集できた紅藻 1種，及び第 1報 (1958)に

種名が明らかでないまま拙げて図を示しておいたもので，その後明らかにな

った褐泌 1麗を記録し，あわせてそれらの臆の知見についてのべる。

御指導と本稿の校l却をいただいたl時四郎先生lこ深く感謝するとともに，

Dictyota sρathulataの同定をいただいた山田幸男先生，CladoPho1'a， Rhodo-

chorton等の麗の同定その他について御教示を与えられた新潟大学の野田光

政先生lζ御礼を申し上げる。

BrachyLrichia quoyi (AG.) BORN. et FLAH.アイミド リ 11-'付，1925， p. 

228 ;同村，1936， p. 911， Fig. 427. 

1主地 : 百川(斑隊，7月，9月，1959) 

主 I~J勾 7.K.而附近か らそれ以i栄 0.5m くらいまでの右上に生ずる。当地ピ1，:の

牒本はf-iZ状記小さく ，径 1cm以内である。11:1村(1.c.)は能生から北東約 60

kmにある勝見，古ii'flj;川を*極の産地と して記鉢している。

CladoPhora jaρonica YAMADA (Fig. 1)オオνオグサ |刈十L1936， p. 52， 
Fig. 26;東，1936， p. 1 ;大!;ι 1930，p. 9， Fig. 7. 

J1j"地 : 能生(炭膝，8刀，1958) 

平均水面i下 0.5~1.5 m くらいの岩上， サシゴモ1誌の 1~下総のなかに h7， イ I~す

る。 7.K.11-'にある ときは大島(1.c. ) ものべているように背 I~I く 光ってみえる。

、!H也1正のものは小型で体長はみな 10cm以内，採集した 9悩体の平均体長は

(7.3 + 1.3) cmであった。本弁15口本海沿岸で本種が採集された今日までの記鉢

は，筆者の知るかぎりでは能生以凶であるが， 筆者は 1954年 7月に佐i伎の

北凶j平にある戸地 (とぢ)でも 1悩体を採北・している。

1治生水銭高等学校
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Fig. 1. Cladophom jatollica Y AMADA，能生itri

Cladoρhora densa HARVEY アサミドリ ν オグサ 岡村，1936， p. 59， 

Fig.30. 

J1f~地 : 能生(斎藤，6月，7月，1955) 

1jtややかた く，校が大体同じ高さに成長し，全体がと|三球状になって生ず
るので，はじめ C.ρellucida(HUDS.) KUTZ.と考えたが説点もあったので保

相していたものである。その後野田先生の街l教示を得て， ζζ に本fliに同定

する。高さは約12cm。

Cladoρhora utriculosa KUTZ. ヒメ ν オグナ 仁|ーI付，1925， p. 224 ;岡

村，1936， p. 57， Fig. 27 ;東，1936， p. 1; TAKAMATSU， 1936， p. 26;大島，

1950， p. 10， Fig. 8. 

産地: 百JlI(斉藤，7月，1959) 

Petrosρongium rugosum (OKAM.) SETCH. et GARDN. 乙/ワノカワ 岡

村，1936，p.186， Fig. 96; TAKAMATSU， 1939， p. 34. Cylindrocarρus rugosa 

OKAM. として，中村，1925， p. 220. 

Bi~地 . 郷津(斎藤，5月，1960) 

Tinocladia crassa (SuR.l KYLlN (Fig. 2)フトモズク INAGAKI， 1958， P 

143， Figs. 49， 50， Pl. 3， Fig. 1. Mesogloia crassa SUR.として，1-1:1村，1925， 

p. 220. Castagnea crassa (SUR) KUCK として，東，1936， p. 3. Eudesme 

crassa (SUR.) OKAM.として，岡村，1936， p. 193， Fig. 100 ;大島，1950， p. 30， 
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2虫色類第9巻第1号昭和36年4月

E ιm 
.......J . 

Fig. 2. Tillocladia crassa (SUR.) lくYLlN，小11'1践。

産地: 小1fr(斎藤，6月，1956) 

日 J

波の111'かな浅い磁の平均水面下0.5m くらいの諸に生ずる。 採集した側

体は小さく ，体長は20cm以下である。 /:1:1村(1.c.)は佐渡の北東約90kmに

ある粟島を本種の産地として記録しているが，筆者の知るかぎりではそれが

木和の本邦日本海治岸での分布の北限である。

Dictyota sρathulata Y AMADA 

(Fig. 3) へ ラアミヂグサ阿村，

1936， p.162; TAKAMATSU， 1939， p. 

32， PI. 7， Fig.1. Dictyota sp.とし

て，務藤，1958， p. 90， Fig. 2. 

産地 : 百}11 (新H泰¥8月，1958; 

7月，1959) 

前報(1.c.) ，ζは;標本が未熟のた
め純の決定を保留して記載と図を示

Fig. 3. Dictyota spatlzulata Y AMADA， 
未熟の四分胞子裂を持つ休の

1=1:1部の横断，x33 
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しておいたが，その図から山田幸男先生は本種ではないかと思われるとのお

考えを筆者に洩らされた。と乙ろが翌1959年7月29日に四分胞子饗を持つ

個体が多数得られたので，山田先生の同定を願ったと乙ろ本種であろうとの

お教えをいただいた。

Rhodochorton robusium (BORG.) NAKAMURA 

NAKAMURA， 1941， p. 284， Figs. 10-12. 

産地: 百H((i斉藤， 7月， 1958) 

老成して体の先端部を失なった Sargassumsp.の集団のほとんど全部

の体iこ着生し，その Sargassumsp.の群落全体が赤くみえるほどの多量に

生じていた。細胞の径，長さなどは NAKAMURA(1. c.)の記述と一致するが，

体長はそれよりかなり長大なものがあり，長いものは約2.5mmに達する。

なお乙の材料の中には少しずつではあるがRhodochorton属の他の 2蒋:がま

じっているようだが，それらの積名については今後なお検討したい。

Chondrococcus hornemanni (MERT.) SCHUMITZ ホソパナミノハナ 中

村， 1925， p. 205;岡村， 1936， p. 487， Fig. 227 ;東， 1936， p. 6; TAKAMA'fSU， 

1939， p. 51 ;大島， 1950， p. 80， Fig. 71. 

産.地: 能生(中村， 1. cよ百}I( (斎藤， 8月， 1958; 7月， 1959)，筒石(首

藤， 7月， 1958) 

前報(斎藤， 1956) には Ch.j~ρonicus (HARV.) OKAM.ナミノハナを文献

にもとずいて掲載したがまだ採集することができない。一方ホソパナミノハ

ナは夏季能生附近にごく普通に見られる。

Gloiosiρhonia ca〆llaris(HUDS.) CARM. イトフノリ 中村， 1925， p. 
207 ;岡村， 1936， p. 558， Fig. 262 ;東， 1936， p.5 ; '1'AKAMATSU， 1939， p.56， 

Pl. 10， Fig.3;大島， 1950， p.98， Fig.82. 

産地: 能生(中村， 1. c.)，百川，海浜に打ち揚げ(斎藤， 4月， 1956) 

Plocamium telfairiae HARV. ユカリ 中村， 1925， p. 212 ;岡村， 1936， 

p. 613， Fig. 290 ;東， 1936， p.8;大島， 1950， p. 106， Fig. 90. 

産地: 能生(阿曽， 3月， 1915) 

検し得た標本は阿曽文雄氏採集の 1個体のみ， しかも一部破損したもの

であるが，小枝の性状は明らかに本種の特徴を示している。

Rhodymenia intricata (OKAM.) OKAM. マサゴνパリ 岡村， 1936，p.

677 ;東， 1936， p. 7; '1' AKAMATSU， 1939， p. 66 ;大島， 1950， p. 116， Fig. 99 ; 
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斎藤， 1956， p. 104. 

産地: 能生(斎藤， 8月， 1958) 

前報(1.c.)には岡村(1.c.) lζもとずいて本種を掲載したが，その後未熟

休ではあるが相当豊富に繁茂しているのを確認することができた。

Antithamnion niρρonicum Y AMADA et INAGAl(! フタツガサネ 岡村，

1936， p.706， Fig. 336; TAKAMATSU， 1939， p.68. 

産地: 能生(斎藤， 6月， 195η 

Sargassutn sp.の根部に着生する数個体を採集した。いずれも体長lcm

以下の貧弱なものであるが，本種の特徴を明らかに示し，精子器をつけてい

るものもある。筆者の知るかぎりでは，本種は今日まで本邦日本海治岸では

羽前吹浦(ふくら， 1."AKAMATSU， 1. c.)以北に分布することが知られていたも

のである。

Benzaitenia yenoshimensis YENDO ペシテシモ 岡村， 1936， p. 806， 

Fig. 387;東， 1936， p.9;大島， 1950， p. 138， Fig. 115. 

産地: 能生(斎藤， 7月， 1960) 

Sum.mary 

An annotated list of fourteen species of marine algae from Nou， in Echi尻町

and vicinity on the Japan Sea coast of Central Honshu is here presented as the 

second supplement of the writer's previous list (1956). 'I'hese species were all studied 

with the specimens collected by the writer himself ~xcept Plocamium telfairiae which 

was listed here on the basis of a single specimen collected by Mr. Fumio Aso in 1915. 
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